
助け合いシステムの拡充による生産力の向上と担い手の定着

～地域力ＵＰで、家族の笑顔、仲間の笑顔がいっぱいあふれる

ふる里をつくろう！～

十勝農業改良普及センター十勝南部支所 地域係

１ 活動対象及び概要

幕別町忠類新生・豊成地区 ７戸（ＴＭＲセンター構成員）

２ 背景・ねらい

３ 活動の経過

【生産概要】（一戸当たり）

生乳生産量：931（±467）ｔ、経産牛頭数：92（±42）頭、就労者数：2.7（±1.0）人

飼養形態：フリーストール＋ミルキングパーラー：７戸（うち搾乳ロボット導入農家２戸）

（背景）
・TMRセンターと構成農場の共存共栄の
ためには、TMRの供給価格および品質
を安定させることで乳牛の健康を増進
することが大切。

・地域の酪農経営は労働時間が非常に長
く、労働力の確保が大きな課題。一方、
雇用に対する経営余力（農業所得）の
確保が必要。

・「新規参入者を受け入れて地域を繁栄
させたい。」という地域農業者からの
声。

（ねらい）

（雇用にはお金が必要）

（農業所得の確保に向けた取組支援①）

サイレージ用とうもろこし栽培技術改善

（農業所得の確保に向けた取組支援②）

飼料価格を意識した飼料給与設計

粗飼料の収穫調製作業に立ち合い原料草を確認 →（技術支援）

情報共有
・「餌はいつこんな風に

変えます！」など、

餌の内容を情報共有。

・各農場の牛群の情報

を農業者間で共有。



４ 活動の成果

５ 今後の対応

(1) 乳飼比を低下させるTMRセンターの取組や農場の所得確保に向けた取組を継続支援

(2) 農業者の意向を尊重した新たな労働補完システム設立に向けた取組支援

（農業所得の確保に向けた取組支援③）

農場内の課題解決に向けた取組支援

農場での活動（技術支援）事例

Ｅ農場を繁殖管理モデル農場に位置付け

※ 明確な繁殖目標を示し、妊娠頭数の

実績を農場内で共有することで動機

付けにつなげる。

実証圃の収量は全圃場の平均レベルまで増加

繁殖性が飛躍的に向上（ほぼ目標妊娠頭数を確保）

各農場の生乳生産量と乳飼比の推移 令和3年度の活動まとめ

・地域の生乳生産量は増
大。

・乳価の低下により実質
手取乳代は横ばい。

・購入飼料価格の高騰な
どにより、乳飼比は上
げ基調。

・農業所得は低下。

※労働補完システムに対

する意識は低迷 ↴


